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三方岩岳・野谷荘司山   毎日新聞旅行    10～11 日 

 三方岩岳は 300 名山の一つであるのでこの

ツアーに申し込んだ。そしたら 2015 年にすで

に登っていたことが後でわかった。あの時は大

笠山と大門山と一緒に登ったので最初に登っ

たこの山のことはすっかり忘れてしまった。あ

の時も天気は雨だった。今回はこの山だけであ

るので、更に白山近くの野谷荘司山という人の

名前のような山まで足を延ばした。白山連峰の

北のはずれである。 
 この日の現地ガイドは美人の宮下さん。残念

ながらダンナもガイドらしく娘もいるという。

三方岩岳の山頂では倒れた山頂標識を支えな

がら記念撮影に収まってくれた。野谷荘司岳で

は山頂標識を持参の金槌と釘でメンテナンス

までしていた。毎日旅行のツアーリーダーはメ

インが元気印の戸村さんで、サブが女山ボスの

美人ガイドとツーショット 

2015年の三方岩岳 
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上野さんである。メ

ンバーは男が 4 人で

女が 15 人というい

つもの構成パターン

である。K シワギさ

んがいた。 
 初日は天生湿原の

散策である。湿原探

勝とタカを括ってい

たらケッコウ登り降

りがあってホンのハ

ラ減らしのつもりで

いたら十分応えた。

雨に濡れた紅葉がちょうどよく、

地元の人と思えるジーさんバー

さんも散策をしていた。泊まりは

白川郷の合掌造り民宿“原作”さ

んである。飛騨牛は旨かったが木

綿豆腐やイワナなどはあまり感

心しなかった。メンバーの中にノ

ンベエが一人いて生二合を一本

のつもりでいたら、もう一本と言

われて調子に乗ってしまった。案

の定翌日の野谷荘司岳ではジー

さんバーさんに後れを取ってし

まった。普段は眠れないなどとい

うことはないのにケッコウ寝付

かれなかったのも響いたかもし

れない。しかしそんなことよりも

やはり“老い”が一番である。 
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